




























































































































































































































































































国民2名 ， 企業1名 ， 電力会社1名
グループ内の4人とも政府の立場から電源構成のベストミックスについて考え，政府として
の意見をまとめる。その際，3つの立場の意見等をふまえて電源構成を考えさせる。
10グループごとの意見を発表する。他のグループの意見を聞き取る。
（3）学習課題についてまとめる
15年後の日本社会にふさわしい「電源構成のベストミックス」について自分の考えを有権
者の立場からワークシートにまとめ，数名が発表する。
本時では，各自の立場と諸資料にもとづいて予想した15年後の日本の電力構成を他者と共
有し ， それらの意見をふまえて政府としての電力構成を考える。そのことを通して「未来像を
予測し計画を立てる力」を養う。社会科の授業で身に付けさせる思考力に，「社会的事象の意
味や意義を解釈する力」がある。本時では，日本のエネルギー政策（電力構成）を ， 様々な立
場から多面的に捉えさせ，その意味や意義を解釈させる。
言語活動として「発表（説明）」を行うが ， その際，トウールミンモデルを取り入れたワー
クシートを用いることで根拠を明確にした考察を促す。また ， それらをスクリーンに映し出し
て可視化することで，生徒に思考の過程を共有させる。
4ESDとの関連
（1）構成概念
I多様性･･･発電方法にはいろいろなものがあり，それぞれの長所と短所を考えながら組み合
わせることで，様々な電力構成が存在すること。
Ⅲ有限性…エネルギー資源は有限であり，将来の発展のために効率よく利用する必要がある。
（2）能力・態度②未来像を予測して計画を立てる力③多面的，総合的に考える力
【教科の目標（評価規準）】
･今後のエネルギー政策には持続可能な社会を形成するという考え方が必要であることに
気付き，将来の電源構成を考えている。【観点② 』思考・判断・表現】
･電源構成の理由を裏付ける事実を読み取ることができている。【観点③資料活用の技能】
（3）教材の「つながり」
①ESD関連分野エネルギー
②教科英語理科
③CleanEnergySources(英語3年）いろいろなエネルギーと移り変わり（理科3年）
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ESD実践事例【世界遺産。地域文化財】12-1:浮世絵 2年社会科7月1日実施
1題材名都市の繁栄と元禄文化
2ねらい
元禄文化がおこった背景について考察することで ， 江戸時代の社会について理解を
深める 0
3学習活動
（1）元禄文化の特徴について理解させる
都市の繁栄に勺いては前時で産業の発展と関連付けて学習した。本時では元禄時代の説明
と元禄文化の特徴を理解する所から始めた。綱吉の文治政治を背景に，上方で新しい文化が
おこったこと。文学作品や絵画の題材から当時の文化が町人を中心としたものであったこと
についてそれぞれ確認した。
（2）問題解決場面
｢なぜ上方で町人を担い手とする文化がおこったのか」という課題を設定し，既習事項に
基づいて考察させた。ここでは浮世絵のような独特の風情を描く芸術作品がつくられた背景
について，政治・経済・国際関係等から多面的に元禄文化を捉えさせた。
その際，トウールミンモデルを用いて根拠となる事実と，それに対する解釈を分けるよう
指導し，論理的な考察を促した。個人での考察の後，何が根拠となっているか，解釈が適切
になされているか等についてグループで話し合う時間を設け，生徒同士の相互評価を行わせ
た。また ， 話し合いを通して様々な意見にふれさせることで，自分の考察以外の新し
い面について気付かせる機会とした 0
ここでは根拠として ， 幕府が鎖国を行い海外との接触を制限したこと，大阪や京都
が都市として発展したこと，諸産業が発達して貨幣経済が浸透した結果町人が台頭し
たことがあがった。生徒はそこから鎖国により海外文化の影響が少なかったこと，大阪
京都の経済的な発展がそこでの文化を生み出したこと，町人の生活に精神的・経済的な余裕
がでて文化の主体になったこと，などを理由として考えた。
4ESDとの関連
（1）構成概念
Ⅱ相互性…政治，経済，国際関係などが相互に作用しながら町人を中心とした江戸時代の文
化を形成していたこと
（2）能力・態度
③多面的，総合的に考える力
【教科の目標（評価規準）】
元禄文化がおこった理由について，既習事項を生かしながら根拠に基づいて考察することが
できる ○
（3）教材の「つながり」
①ESD関連分野世界遺産・地域文化財
②教科美術
③題材鑑賞（美術2年）
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ESD実践事例【世界遺産・地域文化財】14-3:能 3年社会科10月5日実施
1題材名伝統文化の継承と創造～伝統文化を保存・継承する意味や意義とは～
2ねらい
伝統文化を保存・継承する意味や意義について理解し，伝統文化と自分とのこれから
の関わりについて考えることができる。
3学習活動
（1）学習課題を知る。
･観能教室で能楽を見た感想から，能と狂言のイメージをそれぞれ発表する。
･能楽をもう一度見に行きたいかどうかの立場を，黒板にネームプレートを貼って示す。
･金沢市で市内の全ての中学3年生に能楽を鑑賞させている理由を考え，発表する。
学習課題「伝統文化の継承にはどんな意味や意義かあるのかを，金沢にも根付いている「能』
を涌して考えてみよう。」
（2）学習課題について考える。
能について知っている知識や理解を，他教科（国語，音楽）での既習事項を含めて確認する。
総合芸術であること（謡，舞，劇，面，嚥子） ,
室町時代に成立したこと（観阿弥・世阿弥父子により大成，足利義満の保護を受ける）
散楽, 田楽や猿楽をもとにしていること能楽師と流派（家元制）があること
演目は約250曲あり フ 演目は5種類に分けられること
世界無形文化遺産としてわが国の第一号として指定されたことなど
能の価値は何か，なぜ後世に残すべきなのかについて考え ， 発表する。
･能を体験したテレビ番組（10分）を見て，能の価値を読み取り，発表する。
･能の各演目の出典やテーマ，後見の役割などから，能の価値を掘り下げて考える。
古典を継承していること亡者・弱者への供養の心がこめられていること
（3）学習課題についてまとめる。
能は ， 現在どのような人たちによって，どんな形で継承されているか資料から読み取る。
･伝統文化を継承することはなぜ大切なのか。また ， あなたは，金沢の伝統文化のひとつであ
る「能」とこれからどのように関わっていきたいと考えるか。これらについて，ワークシー
トに考えを記入し，発表する。
4ESDとの関連
（1）構成概念
I多様性…伝統文化のひとつである「能」は総合芸術として捉えることができ，多種多様な
ものごとから成り立っているものとして継承されていること 0
（2）能力・態度②未来像を予測して計画を立てる力③多面的，総合的に考える力
【教科の目標（評価規準）】
①伝統文化を保存・継承する意味や意義について，能を通して多面的・多角的に考察する
ことができる。
②伝統文化と自分とのこれからの関わり方について，具体的に考えることができる
（3）教材の「つながり」
①ESD関連分野世界遺産・地域文化財
②教科音楽国語
③題材能の魅力を探ろう（音楽3年）能「羽衣」をよみ，能について考えよう（国語3年）
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ESD実践事例【国際理解】15-1:食生活 1年社会科5月19日実施
－50－
1題材名寒暖の差が激しい土地にくらす人々
2ねらい
自然的条件に適応したくらしとはどのような生活なのかを，様々な資料から多面的にとらえ
ることができる。
3学習活動
（1）雨温図の確認
冷帯について，雨温図から日本の気候との違いを
確認する。
東京とヤクーツクとの比較で，気温の年較差が大
きいこと，冬は-20度まで下がることをグラフから
読み取らせる。
（2）課題「氷点下の環境で生活する人々の工夫を探ろう」
映像により，冷帯の特徴(タイガの広がり，永久凍土）について知る。
映像(オイミャコンの生活，ダーチャのくらし）や資料写真から，自然環境との関わりの中
で ， 人々の生活の工夫について考察する。
･凍らない川の水を利用・夏に野菜を栽培する
夏野菜を塩漬けにし，保存食とする・魚を捕っている
･木造住宅・窓は二重窓
高床になった住宅
（3）自然環境の変化
森林伐採などの開発によって，タイガの森にアラース(湖)が広がるなど，冷帯においても地
球環境問題が見られることを知る。
また ， こうした環境変化の中，古い木造住宅が傾くなど，人々の日常生活に自然環境が大き
く関わっていることを考える。
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4ESDとの関連
（1）構成概念
I多様性･･･世界には，様々な自然環境，文化がみられること。
Ⅲ有限性…人々の生活においては，限りある資源を使っていること。
（2）能力・態度
③多面的，総合的に考える力
【教科の目標（評価規準)】
写真や映像資料，雨温図などから，日本の自然環境との違いを理解するとともに，冷帯の人
々の生活について，多面的に考察し，発表することができる。
（3）教材の「つながり」
①ESD関連分野国際理解
②教科英語，家庭
③題材「国際フードフェスティバル」（英語1年)，「食文化」（家庭1～3年）
ESD実践事例【その他】 3年社会科フ月17日実施
1題材名効率と公正～学校のトラブルについて考えてみよう～
2ねらい
限られた資源を有効に活用するためにはどうしたらよいかを ， 批判的に考えることが
できる 0
3学習活動
（1）学習課題を知る。
学校でのトラブルについて，資料から内容と原因を読み取る。
トラブルの内容は，3つの部活動（ソフトボール部，サッカー部，陸上部）の代表者が
グラウンドの使用割りをめぐり対立していること。トラブルの原因は，校舎の耐震化工
事のためグラウンドの一部が使用できなくなっていることと，地区大会3日前でどの部
もグラウンド全面を使用した練習がしたいという要望があること 0
学習課題を知る。
3つの部活動が納得して練習できるグラウンドの使用割りを考えよう。
（2）学習課題について考える。
･対立を解決するため（合意形成を図るため）に必要な考え方である「効率」と「公正」
の意味をそれぞれ理解する。
ワークシートを用いて，「効率」と「公正」の考え方に基づいて各自で解決策を考える。
･各自の解決策に問題点がないか考える。
･解決策を発表する。その際，ワークシートを教材提示装置でスクリーンに拡大表示する。
それぞれの解決策の問題点を指摘し合う。
（3）学習課題についてまとめる
それぞれの解決策の問題点を改善する方法（修正案）を考える。
問題点を改善する意見を付け加えた上で，最もすぐれた解決策（修正案）を ， クラス
全員で決定する。
実際の学校生活の中で，似たようなトラブルがないか考え ， 発表する。
4ESDとの関連
（1）構成概念
Ⅱ相互性…グラウンドで3つの部活動が練習するには，使用割りが必要なこと。
Ⅲ有限性…耐震化工事のため，使用できるグラウンドの面積が通常の半分であること。
Ⅳ公平性…3つの部活動とも機会や結果について平等に扱うべきであること。
V連携性…3つの部活動が互いに連携・協力することで，安心して練習に取り組めること 0
（2）能力・態度①代替案の思考力
【教科の目標（評価規準）】
①「効率」と「公正」の意味をそれぞれ理解している。
②資料から読み取れる情報と「効率」と「公正」の考え方に基づいて，3者ともが納得
する解決策を考えることができる。
（3）教材の「つながり」
①ESD関連分野その他（見方，考え方）
②教科全教科
③題材対立が生じている社会的事象を取り扱う題材や単元
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